
  

　エシカルクラブで活動を始めるまで、私たち自身も
「エシカル消費」の意味を深く理解できていません
でした。自分たちと年齢の近い方々に興味や関心を
持ってもらうために始めたのが、SNSを使った情報
発信です。さらに、就労支援センターハーモニーさん
と協力してオリジナルの「SNSスタンプ」を販売し、
その売上金を就労支援センターに寄付することで、
スタンプの購入者自身が「エシカル消費」に関われ
る仕組みをつくりました。
　エシカル甲子園では、全国から選ばれた8校の一
つとして本選に出場させていただけることになりま

した。当日は、他県の高校生たちといっしょにエシカ
ル消費の大切さや可能性をしっかりと伝えられるよ
う、力を合わせて頑張ります。

デジタルの活用で、エシカルを身近に。
徳島県立城東高等学校  エシカルクラブ 

本選出場

　私たち那賀高校のエシカルクラブが、7年前から
取り組んできた活動が「服活（ふくかつ）」です。地域
の方々や生徒の皆さんから不要となった衣服を寄
付してもらい、必要な人に無料で譲渡することで、
環境に優しいエシカル消費につなげています。県内
のイベントにも積極的に出店させていただき、これ
までの累計で1万7千着以上の衣服を譲渡すること
ができました。今年からは営業や企画、広報マーケ
ティングなど5つの部門を設け、それぞれが自分に
できることを考えながら取り組んでいます。
　エシカル甲子園では、次点校としてポスター発表

をさせていただけることになりました。一人でも多く
の方にエシカル消費を実践へと移していただけるよ
う、活動で得た思いを伝えたいです。

持続可能なファッション文化を。
徳島県立那賀高等学校  エシカルクラブ 

ポスター
発表

「エシカル消費」の大切さを、全国に発信! 徳島の代表として「エシカル甲子園」に出場する高校生の
皆さんに、これまで取り組んできた活動への思いや、
本大会出場への意気込みを伺いました。

　徳島商業高校に通っていた時に取り組んだのが、カンボジ
アの高校生との協働による商品開発です。現地にも足を運び
ましたが、衛生的でない環境や、1日1ドルで生活するヤシ砂

糖農家の現状を目の当たりにし、他国とフェアな貿易ができ
ていないことからエシカル消費の重要性を再確認しました。
今回のエシカル甲子園に出場される高校生の皆さんから、ど
んな発見や体験が聞けるのかを楽しみにしています。

自分を成長させてくれた活動に感謝。  
エシカル甲子園2019最優秀賞
徳島商業高等学校 ビジネス研究部OG 藤
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●校内でも毎月29日に「服活」を実施しています

●同世代への情報発信ツールとしてスマホアプリやSNSを活用●スマホアプリで「えしかぶスタンプ」「えしがーる」を販売

●服の縫製やグッズ制作など多彩な活動を実施

先輩からの
メッセージ

●次点校7校もポスター発表で来場参加

●エシカル・プチマルシェ開催

●開催日 2023年12月26日（火）
●場　所 徳島グランヴィリオホテル
 　徳島県徳島市万代町3-5-1

 9：30～9：50 開会行事
 10：00～12：00 本選（プレゼン発表）
 12：50～14：50 エシカル・セッション＆マルシェ
  エシカル・プチマルシェ
  次点校によるポスタ一発表
  参加者によるパネルディスカッション
 15：00～15：40 閉会行事［表彰、講評］記念撮影

▲とくしま・エシカル高校生委員会が決めました！

●本選出場8校決定 全国84校の参加申込

和歌山県立日高高等学校中津分校

珈琲販売で森林保護を
～11人の挑戦～

青森県立名久井農業高等学校

誰でもどこでも
～いにしえのエ法で
食糧生産を支える～

群馬県立高崎工業高等学校

こんにゃくいもを用いた
生分解性プラスチックで

緑化活動

愛知県立南陽高等学校

規格外野菜の有効活用
～規格外のやさしさの
仲間と共に～

宇部フロンティア大学
付属香川高等学校

廃材から交通安全へ
～製作・販売・寄付～

熊本県立熊本農業高等学校

養豚業のゼロエミッション
システム確立で
廃棄物ゼロに！

徳島県立那賀高等学校

誰一人取り残すことのない
持続可能な社会へ
～未来へつなげる

サステナブルファッション～

4回目 北海道・東北ブロック代表

宮城県農業高等学校

#Jクレジット革命

3回目 関東ブロック代表

麗澤高等学校
ウェルフェアトレード
コーヒーの取り組み
～チェンジメーカーを
日本全国へ～

初 中部ブロック代表

愛知県立渥美農業高等学校

広がる！
規格外トマトの可能性！

初 近畿ブロック代表

兵庫県立姫路商業高等学校
二つの大震災の教訓を
100年先の未来へ

～「繋ぐ・伝える・備える」
命の語り部Project～

2回目 中国・四国ブロック代表

香川県立三本松高等学校
学食から始まる

持続可能なまちづくり
～三高みんなの
食堂プロジェクト～

初 九州・沖縄ブロック代表

熊本県立球磨中央高等学校

エシカル商品の
開発による
災害復興支援

2回目 開催県枠代表

徳島県立城東高等学校
Joto×Ethical 
Action Project
～「エシカルしよ？」を

身近に～

初 審査委員特別枠代表

和歌山県立熊野高等学校
すべての命を救う
プロジェクト

～エシカルAEDシートの
開発と普及活動～

●お問い合わせ先／徳島県教育委員会 学校教育課
　☎088-621-3139 FAX088-621-2882

●会場参加
　事前申込

●オンライン参加
　ライブ配信

本選出場校より7校、県内の大学、事業者より3団体が
エシカル消費に関する商品を販売します。
ぜひご来場ください!

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

　吉野町にある「吉野笠井図書館」の前には大きな銅像が
あります。吉野町出身の笠井強さんという方の銅像です。
　笠井さんは、第２次世界大戦の時、海軍飛行予備生に志
願し敵地へと赴きます。終戦になり笠井さんは日本へと戻っ
て来られましたが、同期生の多くは戦死してしまい、二度と
故郷の地を踏むことはできなかったそうです。戦争から生き
て帰ることを恥とされたこの時代でし
たが、地元の人々は笠井さんを温か
く迎えてくれたそうです。
　笠井さんは地元への感謝と、戦争
を二度と繰り返さないという強い気
持ちを抱いたようです。地域貢献の
思いと若者に対して教育をとの思い
から、自らのお金を行政に寄付し「吉
野笠井図書館」を建設しました。
　笠井さんはすでに亡くなっていますが、笠井さんの強い
郷土愛、平和を願う気持ちは今なおこの図書館にあります。
　地元吉野町が誇るこの図書館を大切に利用し、笠井強
氏の遺志を受け継いでいくことが今を生きる私たちの使命
だと思っています。
●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

●あわっ子文化大使リポーター
阿波市立吉野中学校　西

にしおか
岡 那

なずみ
純

吉野町の誇り、
吉野笠井図書館

阿波牛のワイン煮込み
① 牛肉に塩こしょうを少々擦り込み、食べやすい大き

さに切る。
② フライパンで肉を焼き、焼き目がついたら肉がかぶる

程度に赤ワインを入れ、半量になるまで弱火で煮込む。
③ 水、トマト缶、ブイヨンキューブを入れ、弱火のまま

約1時間煮込む。
④ 肉がトロトロになるまで煮込んだら［★］を加え、味を

整える。お皿に盛り付け、最後にパセリをのせて完成。
●牛肉ブロック約400g ●赤ワイン500cc ●水1カップ
●トマト缶1缶 ●ブイヨンキューブ1個 ●塩こしょう適量
●パセリ適量 

［★］ケチャップ大さじ2、醤油大さじ1、砂糖大さじ1 
◀ レシピはこちら  レシピ提供：もうかるブランド推進課

作り方

材　料
（2人分）

笠井強さんの銅像
 （吉野笠井図書館提供）

12月22日（金）まで、年末ジャンボ宝くじが
好評発売中です。

【問】「宝くじ公式サイト」または
「宝くじコールセンター」まで
☎0570-01-1192（ナビダイヤル） 
☎011-330-0777

※徳島県内の売り場等で販売された宝くじの売上金のうち、約40%が
収益金として徳島県の貴重な収入となり、少子高齢化対策、防災・減災
対策などの事業に使われています。ぜひ、県内でお買い求めください。

●徳島県立あすたむらんど
「Happy Xmas 2023 
 iQué emoción! 2nd～感動～」
開園時間を21時まで延長！来園者の
皆さまに”emoción! 感動”いただけ
るよう県内最大規模40万球のイル
ミネーションでお出迎えします。

【とき】12月2日(土)～29日(金)※12月6日(水)は休園日
イルミネーション点灯開始：17：00～

【問】あすたむらんど徳島 ☎088-672-7111 FAX088-672-7113

●文学書道館 文学特別展
田中富雄と「徳島作家」の時代
田中富雄が創刊し、岡田みゆき、中川静子などの
芥川賞・直木賞候補作家を輩出した全国屈指の
同人誌「徳島作家」の歩みを紹介します。

【とき】12月12日(火)～
令和6年2月12日(月・振休)

【ところ・問】県立文学書道館
☎088-625-7485  
FAX088-625-7540

徳島県自転車ヘルメット着用強化期間：令和５年８月４日～令和６年３月３１日
「徳島作家」創刊号

（１９５８年発行）

【問】福島県広報課
☎024-521-7124

福島県は震災から10年を機に策定したス
ローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくし
ま」をＰＲする「広報隊」を募集しています。広
報隊には企業や学校、グループはもちろん、
個人でも登録が可能です。
スローガンに共感してくださる方々、福島県
に思いを寄せ、応援してくださる方々のご登
録をお待ちしております。

ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま 検索

お申し込み
いただいた方には
広報隊グッズを
どちらか一つ

プレゼントします。

自転車を利用される際は、必ずヘルメットを着用し、自らの命を守る行動に努めましょう！

年末ジャンボ宝くじが
好評発売中！

徳島県では、自転車による交通事故被害を軽減させる自転車用
ヘルメットの着用率向上を図り、県民の安全安心を確保するため、
県と市町村が連携した支援制度を創設しました!
本補助制度を利用し、自転車用ヘルメットの「早期購入」「早期
着用」に努めましょう!

自転車用ヘルメットの
購入支援制度が始まりました

どちらも1枚300円で、売り場でもネットでも購入
できます。なお、本年度県内で複数の1億円以上
高額当選者が誕生しています！

●年末ジャンボ宝くじ
1等・前後賞合わせて10億円!
●年末ジャンボミニ
1等・前後賞合わせて5,000万円!

宝くじ「幸運の女神」の久保田茉衣さんが表敬訪問

●補助対象者 
 ●満６５歳以上の高齢者の方
 ●満１６～１８歳の高校生世代の方

●補助対象となるヘルメット
 ●ＳＧマーク等の安全基準を満たしている
 　新品の自転車用ヘルメット
 ●令和５年８月４日以降の購入分

●補助金額
 ●ヘルメットの購入費用の２分の１
 ●上限３，０００円

【問】徳島県消費者政策課または
お住まいの市町村まで
 ☎088-621-2287
 FAX088-621-2979

詳しくは
こちら

徳島県財政課
宝くじHPはこちら

ホーム
ゲーム

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

●文書館 第67回企画展
「和田島村と和田津新田
 ー森家文書と栗本家文書ー」
小松島市の南部に位置する和田島と和田津
は、近世になって多くの労苦を伴う開発によ
り成立しました。当館が収蔵する古文書や絵
図を用いて、その開発の記録を紹介します。

【とき】開催中～令和6年1月28日（日）
【休館日】月曜日・第3木曜日
【問】県立文書館 
☎088-668-3700
FAX088-668-7199

詳しくは
こちら

※都合により試合日程が変更と
　なる場合があります。

会場：日本フネン市民プラザ（吉野川市民プラザ）

12/23（土）18：00～ 香川ファイブアローズ
12/24（日）13：00～ 香川ファイブアローズ

●Ｂ３リーグ２０２３－２０２４シーズン

日程はこちら©︎TOKUSHIMA GAMBAROUS

おでかけだより このコーナーでは、随時他府県との
記事交換を行っています。
今回は福島県からのお便りです。

「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
広報隊募集


